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(57)【要約】
【課題】冷房運転時に室内熱交換器出口の冷媒過熱度が
大きくなったときでも、機外への凝縮水の滴下を防止可
能な空気調和機の室内機を得る。
【解決手段】間隔をあけて配列された複数のフィン２０
と、複数のフィン２０に挿通され、空気流の方向に対し
て交差する方向である段方向へと複数段設けられ、且つ
、空気流の方向である列方向に複数列設けられた複数の
伝熱管２１とを有する熱交換器１３ＡＵ、１３ＡＬ、１
３Ｂを備えて構成された室内熱交換器１３を備え、各熱
交換器１３ＡＵ、１３ＡＬ、１３Ｂは、重力方向に対し
て傾斜して配置されており、複数列のうち、重力方向最
下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３における下段側の伝熱管２１に、
室内熱交換器１３が蒸発器として機能する場合の冷媒入
口が配置されており、冷媒入口から流入した冷媒が、重
力方向最下列内を下段側から上段側の伝熱管２１に流れ
るように冷媒経路が構成されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　間隔をあけて配列された複数のフィンと、前記複数のフィンに挿通され、空気流の方向
に対して交差する方向である段方向へと複数段設けられ、且つ、前記空気流の方向である
列方向に複数列設けられた複数の伝熱管とを有する熱交換器を１又は複数備えて構成され
た室内熱交換器を備え、
　前記熱交換器は、重力方向に対して傾斜して配置されており、前記複数列のうち、重力
方向最下列における下段側の前記伝熱管に前記熱交換器が蒸発器として機能する場合の冷
媒入口が配置されており、前記冷媒入口から流入した冷媒が、前記重力方向最下列内を下
段側から上段側の前記伝熱管に流れるように第１冷媒経路が構成されている
ことを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　前記１又は複数の熱交換器のうち、一部の熱交換器の下方には、その熱交換器の前記フ
ィンの表面に付着した凝縮水を受け止めるドレンパンが配置されており、
　前記一部の熱交換器の重力方向最下列の伝熱管のうち、前記ドレンパンとの干渉を回避
可能な伝熱管に、前記第１冷媒経路とは別の第２冷媒経路の冷媒入口が配置されている
ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室内機。
【請求項３】
　前記第２冷媒経路は、その冷媒入口から流入した冷媒が前記重力方向最下列において前
記冷媒が流入した流入段の伝熱管を通過した後、前記流入段よりも下段側の伝熱管を経て
、他の列に流入するように構成されている
ことを特徴とする請求項２記載の空気調和機の室内機。
【請求項４】
　前面及び上面に吸込口、下面に吹出口が設けられた本体ケーシングを備え、
　前記本体ケーシング内に前記熱交換器が複数配置されており、
　前記複数の熱交換器の一つが、前面吸込口に対向して配置され、前記前面吸込口及び上
面吸込口からの空気流の下流側に開いた“く”の字形状の前面側熱交換器であり、
　その他の一つが、前記前面側熱交換器の背面側に配置され、上部側が、前記上面吸込口
からの空気流の下流側に傾斜した背面側熱交換器である
ことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか一項に記載の空気調和機の室内機。
【請求項５】
　前記前面側熱交換器及び前記背面側熱交換器のそれぞれの下方には、その熱交換器の前
記フィンの表面に付着した凝縮水を受け止めるドレンパンが配置されており、
　前記前面側熱交換器及び前記背面側熱交換器のそれぞれの前記重力方向最下列の伝熱管
のうち、前記ドレンパンとの干渉を回避可能な伝熱管に前記第１冷媒経路とは別の第２冷
媒経路の冷媒入口が配置されており、
　前記第２冷媒経路は、その冷媒入口から流入した冷媒が前記重力方向最下列において前
記冷媒が流入した流入段の伝熱管を通過した後、前記流入段よりも下段側の伝熱管を経て
、他の列に流入するように構成されている
ことを特徴とする請求項４記載の空気調和機の室内機。
【請求項６】
　前記冷媒は、混合冷媒である
ことを特徴とする請求項１～請求項５の何れか一項に記載の空気調和機の室内機。
【請求項７】
　請求項１～請求項６の何れか一項に記載の空気調和機の室内機を備えた
ことを特徴とする空気調和機。
【請求項８】
　減圧装置と、制御装置と、蒸発器として機能する前記室内熱交換器に設けられた複数の
冷媒経路のそれぞれの冷媒出口の過熱度を検出する過熱度検出手段とを備え、
　前記制御装置は、前記過熱度検出手段で検出された各過熱度のうち、最も大きい過熱度
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を有する冷媒経路の過熱度が予め設定した値となるように前記減圧装置を制御する
ことを特徴とする請求項７記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室内機及び空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機の室内機内部に設けられている熱交換器は、間隔をあけて配列された
複数のフィンと、複数のフィンに挿通され、空気流の方向に対して交差する方向である段
方向へと複数段設けられ、且つ、前記空気流の方向である列方向に複数列設けられた複数
の伝熱管とを有している。伝熱管により構成される冷媒経路は、一方の端部が冷媒回路を
構成する冷媒配管の液管側に接続され、他方の端部が冷媒配管のガス管側に接続される。
運転時には、室内機内に設けられるクロスフローファンなどのファンにより空気流を生成
すると共に、冷媒経路内に冷媒を循環させ、冷媒とフィンに接触する空気との間で熱交換
を行わせ、冷却又は加熱した空気を送風口から室内へ排出する。
【０００３】
　冷房運転時において蒸発器として機能する室内機用熱交換器においては、空気中に含ま
れる水分が凝縮水としてフィンに付着する。この凝縮水は自重によりフィンの表面を伝っ
て下方に流下し、フィン下方に配置されるドレンパンに集められる。しかしながら、凝縮
器内部の冷媒経路後半において、冷媒が完全に気化してガス層のみになっている可能性が
あり、この場合、冷媒経路後半の伝熱管における熱交換機能が低下し、その伝熱管周囲の
フィン表面で除湿を行えず、フィン表面が乾燥する。
【０００４】
　フィン表面が濡れた状態であれば、凝縮水は集合しながらフィン表面で空気流の方向に
流されつつフィン表面に沿って下方に流される。しかし、その流される途中にフィン表面
が乾燥している部分があると、その乾燥部分の入口で水滴状態となって滴下し易くなる。
つまり、空気流下流側の伝熱管列が冷媒経路後半に相当すると、空気流下流側のフィン表
面が乾燥することになり、空気流上流側のフィン表面に付着した凝縮水がフィン表面から
剥離して滴下しやすくなる。
【０００５】
　凝縮水が滴下した部分にドレンパンが配置されていれば問題ないが、ドレンパンは空気
抵抗削減、スペース削減のために最小限の配置に留められる。具体的には、ドレンパンは
熱交換器の下端のみに配置されており、熱交換器の直下にドレンパンが無い箇所がある。
この場合、滴下した凝縮水は機外へと放出されてしまう。
【０００６】
　このような問題に対し、冷房運転時に空気流下流側の伝熱管列が冷媒経路の入口側（液
側）となり、空気流上流側の伝熱管列が冷媒経路の出口側（ガス側）となるように構成し
た室内機用熱交換器がある（例えば、特許文献１参照）。この室内機用熱交換器では、フ
ィン表面の空気流上流側においてフィン表面が乾燥しても、空気流下流側でフィン表面の
水濡れ性を維持することで、空気流によって凝縮水が滴下するのを防止するようにしてい
る（例えば、特許文献１参照。）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－４１６２号公報（第８頁、第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記従来の室内機用熱交換器では、空気流下流側の伝熱管列に液冷媒が通過する構成と
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しているが、空気流下流側の伝熱管列の中で上段側から下段側に向かって冷媒が流れるよ
うにした場合、その下段側で冷媒がガス化することがある。この場合、空気流下流側の伝
熱管列において上段側のフィン表面に付着した凝縮水が、下段側の乾燥したフィン表面に
達した際に水滴状態となって滴下する問題があった。
【０００９】
　また、構造制約、空調性能向上のため、直方体状の熱交換器を重力方向に対して傾斜さ
せて配置することがあるが、このように配置した場合、滴下した凝縮水が下部に設置され
たドレンパンに回収されず機外へ放出される等の問題点があった。特に、混合冷媒を用い
た場合には、混合した冷媒同士に沸点の差があることから、過熱度の検出が難しく熱交換
器出口側での過熱度が大きくなりすぎることがあり、この場合もフィン表面の乾燥による
凝縮水の滴下等の問題点があった。
【００１０】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、冷房運転時に室内熱交
換器出口の冷媒過熱度が大きくなったときでも、機外への凝縮水の滴下を防止することが
できる空気調和機の室内機及び空気調和機を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る空気調和機の室内機は、間隔をあけて配列された複数のフィンと、複数の
フィンに挿通され、空気流の方向に対して交差する方向である段方向へと複数段設けられ
、且つ、空気流の方向である列方向に複数列設けられた複数の伝熱管とを有する熱交換器
を１又は複数備えて構成された室内熱交換器を備え、熱交換器は、重力方向に対して傾斜
して配置されており、複数列のうち、重力方向最下列における下段側の伝熱管に熱交換器
が蒸発器として機能する場合の冷媒入口が配置されており、冷媒入口から流入した冷媒が
、重力方向最下列内を下段側から上段側の伝熱管に流れるように第１冷媒経路が構成され
ているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、重力方向に対して傾斜して配置された熱交換器における冷房運転時の
冷媒入口を、重力方向最下列に設置し、同列内を下段側から上段側に冷媒が流れるように
構成したので、冷媒経路の出口側で冷媒過熱度が大きくなったときでも、機外への凝縮水
の滴下を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の冷媒回路を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機の内部構成を示す断面図である
。
【図３】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機に配置された室内熱交換器のフ
ィン及び伝熱管を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機に配置された室内熱交換器にお
ける冷房運転時の冷媒経路の模式図である。
【図５】フィン表面の凝縮水が玉となって滴下する現象の説明図である。
【図６】図１の室内熱交換器を構成する熱交換器の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機の冷媒回路を示す図である。
　図１の矢印は冷房運転時の冷媒の流れ方向を示している。図２は、本発明の実施の形態
１に係る空気調和機の室内機の内部構成を示す断面図である。図２において白抜き矢印は
、空気調和機の室内機に流入する空気流の方向を示し、実線太矢印は空気調和機の室内機
内における空気流の方向を示している。図３は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機
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の室内機に配置された室内熱交換器のフィン及び伝熱管を示す図である。以下、冷房運転
時の空気調和機の構成を説明する。
【００１５】
　空気調和機１００は、冷媒を圧縮、搬送する圧縮機１０１と、圧縮機１０１の冷媒吐出
側に配置され、冷媒と室外空気との熱交換を行う室外熱交換器１０３と、圧縮機１０１の
冷媒吸入側に配置され、冷媒と室内空気との熱交換を行う室内熱交換器１３と、室外熱交
換器１０３と室内熱交換器１３との間に配置され、高圧液冷媒を減圧し、低圧の二相状態
とする減圧装置１０２とを有する。
【００１６】
　また、空気調和機１００は、室内熱交換器１３の冷房運転時の冷媒入口側に配置された
冷媒入口温度センサＴｉｎと、冷媒出口側に配置された冷媒出口温度センサＴｏｕｔ（Ｔ
ｏｕｔａ１～Ｔｏｕｔａ５、Ｔｏｕｔｂ）と、室内熱交換器１３の冷媒経路の略中央に設
置された冷媒中間温度センサＴｍｅとを備える。冷媒出口温度センサＴｏｕｔは室内熱交
換器１３内の冷媒経路が複数の場合には、図１の丸で囲んだように、それぞれの冷媒経路
の出口に設置される（Ｔｏｕｔａ１～Ｔｏｕｔａ５）。なお、冷媒出口温度センサＴｏｕ
ｔは冷媒出口温度の各冷媒経路間の温度差を十分小さくできる場合には集合部に設置して
も良い（Ｔｏｕｔｂ）し、冷媒経路の出口のうち１箇所のみでもよい（例えば、Ｔｏｕｔ
ａ１のみ）。
【００１７】
　図２に示すように、室内機１は、壁面に取付けられる背面側フレーム３と、この背面側
フレーム３の前面に取付けられる前面側フレーム４とを有する本体ケーシング２を備えて
いる。前面側フレーム４には、室内機１の前面に位置して前面吸込口５と上面吸込口６と
が設けられている。前面吸込口５及び上面吸込口６にはそれぞれ、格子パネル７，８が取
付けられている。また、前面吸込口５及び上面吸込口６に沿って防塵用フィルタ９が装着
されている。
【００１８】
　本体ケーシング２の下部前面側には吹出口１１が形成されており、吹出口１１には水平
フラップ（図示せず）及び垂直フラップ（図示せず）が設けられている。本体ケーシング
２の内部中央部には、例えばクロスフローファンで構成された送風機１２が配置されてい
る。クロスフローファンは、長さ方向（図２の紙面に直交する方向）に平行な羽根が円周
方向に沿って設けられる略円筒形状のものであり、回転軸に対して直交する方向に空気流
を生成することが可能な送風機である。
【００１９】
　本体ケーシング２内には、送風機１２によって生成される空気流中に室内熱交換器１３
が配置されている。室内熱交換器１３は、間隔をあけて配列された複数のフィン２０と、
各フィン２０に挿通されると共に、フィン２０の配列方向両端部において順次接続されて
冷媒経路を構成する複数の伝熱管２１とを備えている。そして、冷媒経路の一方の端部が
冷媒回路の液管１１０に接続され、他方の端部がガス管１２０に接続されている。
【００２０】
　室内熱交換器１３は、送風機１２によって生成される空気流と接触し、接触した空気と
伝熱管２１を通過する冷媒との間で熱交換することによってこの空気を冷却する。この室
内熱交換器１３は、前面側熱交換器１３Ａと背面側熱交換器１３Ｂとを逆Ｖ字形状に組み
合わせた構成を有している。
【００２１】
　前面側熱交換器１３Ａは前面吸込口５に対向して配置され、前面吸込口５及び上面吸込
口６からの空気流の下流側に開いた“く”の字形状に構成されている。更に詳しくは、前
面側熱交換器１３Ａは、下方部位に位置する前面下方熱交換器１３ＡＬと上方部位に位置
する前面上方熱交換器１３ＡＵとを備えている。そして、前面下方熱交換器１３ＡＬは上
部側が空気流上流側に傾斜して配置されており、前面上方熱交換器１３ＡＵは上部側が空
気流下流側に傾斜して配置されている。
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【００２２】
　背面側熱交換器１３Ｂは、前面側熱交換器１３Ａの背面側に配置され、上部側が上面吸
込口６からの空気流の下流側に傾斜して配置されている。そして、前面側熱交換器１３Ａ
と背面側熱交換器１３Ｂとの間に送風機１２が配置されている。
【００２３】
　本体ケーシング２には、前面側熱交換器１３Ａの下端部下方に位置して、前面側熱交換
器１３Ａで発生した凝縮水を受け取るためのドレンパン１４が設けられている。同様にし
て、本体ケーシング２には、背面側熱交換器１３Ｂの下端部下方に位置して、背面側熱交
換器１３Ｂで発生した凝縮水を受け取るためのドレンパン１５が設けられている。
【００２４】
　空気調和機１００は更に、空気調和機全体を制御する制御装置１０４を備えている。制
御装置１０４は例えばマイクロコンピュータで構成され、ＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯＭ等を
備えている。制御装置１０４には、冷媒入口温度センサＴｉｎ、冷媒出口温度センサＴｏ
ｕｔ（Ｔｏｕｔａ１～Ｔｏｕｔａ５、Ｔｏｕｔｂ）、冷媒中間温度センサＴｍｅの検出信
号が入力され、その検出信号に基づいて減圧装置１０２を制御したり、また、送風機１２
を制御したりする。
【００２５】
　このような構成の空気調和機１００の室内機１において、送風機１２が駆動されると、
室内の空気が前面吸込口５及び上面吸込口６から吸込まれ、防塵用フィルタ９を介して本
体ケーシング２内部に吸込まれる。前面吸込口５から吸込まれた室内空気は、前面下方熱
交換器１３ＡＬを通過し、このときに所定の温度に冷却されて温度調整される。また、上
面吸込口６から吸込まれた室内空気は、前面上方熱交換器１３ＡＵと背面側熱交換器１３
Ｂとを通過し、このときに所定の温度に冷却されて温度調整される。このように温度調整
された空気は、送風機１２によって吹出口１１を介して室内に排出される。
【００２６】
　なお、この空気調和機１００は冷房運転可能に構成されているが、四方切換弁等を用い
て冷媒流れを切り換えられるようにし、冷房運転と暖房運転とを選択的に実行可能に構成
してもよい。
【００２７】
　図４は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機に配置された室内熱交換器に
おける冷房運転時の冷媒経路の模式図である。なお、図４において伝熱管２１同士を繋ぐ
点線は紙面に直交する方向の奥側で冷媒が折り返される流路部分、実線は紙面に直交する
方向の手前側で冷媒が折り返される流路部分を示している。
【００２８】
　室内熱交換器１３は、伝熱管２１が、空気流の方向に対して交差する重力方向である段
方向へと複数段設けられ、且つ、空気流の方向である列方向に２列以上（ここでは２列）
、設けられた構成を有している。
【００２９】
　次に、伝熱管２１により構成される冷媒経路について説明する。まず、室内熱交換器全
体の冷媒の流れについて説明し、続いて各熱交換器における冷媒の流れについて説明する
。
【００３０】
　室内熱交換器１３を蒸発器として用いる冷房運転時に、減圧装置１０２（図１参照）か
ら流出した二相冷媒は５つの冷媒経路に分配され、前面下方熱交換器１３ＡＬ、前面上方
熱交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂのそれぞれに設けられた入口ａ１～ａ５から
流入する。入口ａ１～ａ５から流入した冷媒は、前面下方熱交換器１３ＡＬ、前面上方熱
交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂのそれぞれを通過し、各出口ｂ１～ｂ５から流
出する。そして、各出口ｂ１～ｂ５から流出した冷媒は合流した後、ガス管１２０（図１
参照）を通過して圧縮機１０１に向かう。
【００３１】



(7) JP 2015-137806 A 2015.7.30

10

20

30

40

50

　このように冷房運転中、室内熱交換器１３の入口側の冷媒が二相冷媒、出口側の冷媒が
ガス冷媒となる。つまり、室内熱交換器１３の出口側のフィン表面が乾く可能性が高くな
る。
【００３２】
　次に、フィン表面において凝縮水が玉となって滴下する現象について説明する。
　図５は、フィン表面の凝縮水が玉となって滴下する現象の説明図である。
　図５に示すように、フィン表面で発生した凝縮水は、その下方のフィン表面において乾
いた部分があると、その乾いた部分に差し当たって玉となり、フィン表面から剥離して滴
下する。
【００３３】
　この現象を鑑み、本発明においては、凝縮水の流れ方向（つまり重力方向）のフィン表
面に乾燥が生じるのを避けるように、室内熱交換器１３の前面上方熱交換器１３ＡＵ、前
面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１３Ｂのそれぞれにおける冷媒の流れ方向を
設定している。
【００３４】
　以下、前面上方熱交換器１３ＡＵ、前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１３
Ｂのそれぞれにおける冷房運転時の冷媒の流れ方向について説明する。
　前面上方熱交換器１３ＡＵ、前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１３Ｂのそ
れぞれにおいて、複数の伝熱管列のうち、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３に冷媒入口を
設ける。そして、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３のそれぞれに流入した冷媒が、同列内
を段方向の下から上へ流れるように冷媒経路（第１冷媒経路）を設定する。つまり、重力
方向最下列Ｌ１で言えば、冷媒は伝熱管２１ａ→伝熱管２１ｂ→伝熱管２１ｃ→伝熱管２
１ｄ→伝熱管２１ｅ→伝熱管２１ｆの順で流れることになる。
【００３５】
　但し、ドレンパン１４、１５のすぐ上に位置する冷媒経路（第２冷媒経路）については
、配管取り回しの関係上、図４に示したように重力方向最下列Ｌ２、Ｌ３内において上段
側から下段側へ冷媒が流れるように伝熱管２１の端部同士を接続するようにしてもよい。
すなわち、下端にドレンパン１４、１５を有する前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱
交換器１３Ｂについては、ドレンパン１４、１５との干渉を回避可能な伝熱管２１ｇ、２
１ｈに上記第１冷媒経路とは別の冷媒経路（第２冷媒経路）の入口ａ３、ａ５を設ける。
そして、その入口ａ３、ａ５から流入して流入段の伝熱管２１ｇ、２１ｈを通過した冷媒
を、流入段よりも下段側の伝熱管２１ｉ、２１ｊを経て、他の列に流入するように第２冷
媒経路を設けるようにしてもよい。
【００３６】
　また、前面上方熱交換器１３ＡＵ、前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１３
Ｂにおいては、重力方向最下列以外の列から重力方向最下列に冷媒が戻る経路を持たない
ようにしている。すなわち、例えば、重力方向最下列から流入して隣の列に流入したのち
、再度、重力方向最下列に戻る経路構成とはしない。その理由は、伝熱管内の冷媒がガス
化し易い冷媒経路の出口側を重力方向最下列に配置することを避け、重力方向最下列のフ
ィン表面を濡れた状態に保つためである。
【００３７】
　次に動作について説明する。
　このように構成された空気調和機１００において、制御装置１０４は、室内機１の室内
熱交換器１３の冷媒出口における冷媒過熱度を演算し、冷媒過熱度が、予め設定された目
標の冷媒過熱度となるように減圧装置１０２の開度を制御する。冷媒過熱度は、冷媒中間
温度センサＴｍｅと冷媒出口温度センサＴｏｕｔとの検出温度差ＳＨ１、又は冷媒入口温
度センサＴｉｎと冷媒出口温度センサＴｏｕｔとの検出温度差ＳＨ２で求められる。
【００３８】
　冷媒出口温度センサＴｏｕｔを、冷媒経路毎に冷媒出口温度センサＴｏｕｔａ１～Ｔｏ
ｕｔａ５のように複数設置した場合には、それぞれの検出値によって演算した冷媒過熱度
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のうち、最も大きい冷媒過熱度を制御対象とする。なお、冷媒出口温度センサＴｏｕｔと
、冷媒中間温度センサＴｍｅ又は冷媒入口温度センサＴｉｎとは、本発明に係る過熱度検
出手段を構成している。
【００３９】
　そして、前面上方熱交換器１３ＡＵ、前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１
３Ｂのそれぞれにおける第１冷媒経路において、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３に設け
た冷媒入口ａ１、ａ２、ａ４から流入した冷媒は、同列内を下段側から上段側に向かって
流れる。このため、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３において冷媒が過熱ガス状態となる
場合でも、重力方向最下列において下段側から上段側に向かうに連れ、フィン表面が乾い
た状態となる。つまり、フィン表面が乾燥する可能性のある部分が、フィン表面が湿った
状態となる部分よりも上方に位置するため、フィン表面で生成された凝縮水が、その落下
途中で、乾燥したフィン表面に差し当たって玉となり、表面から剥離して滴下することを
抑制することができる。
【００４０】
　そして、前面上方熱交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂについては、重力方向最
下列Ｌ１、Ｌ３を通過後の冷媒は、空気流上流側の列に流入して上段から下段に向けて流
れた後、出口ｂ１、ｂ４から流出する。前面下方熱交換器１３ＡＬにおいては、重力方向
最下列Ｌ２を通過後の冷媒は、空気流下流側の列に流入して上段から下段に向けて流れた
後、出口ｂ２から流出する。
【００４１】
　また、ドレンパン１４、１５のすぐ上に位置する第２冷媒経路については、上述したよ
うに、重力方向最下列Ｌ２、Ｌ３に設けた冷媒入口ａ３、ａ５から冷媒が流入し、その流
入段よりも下段の伝熱管２１へ流れる構成としてもよい。このため、ドレンパン１４、１
５を比較的小さく構成しても、伝熱管２１ｇ、２１ｈに接続される冷媒入口配管（図示せ
ず）とドレンパン１４、１５との干渉を回避することができる。また、ドレンパン１４、
１５のすぐ上に位置する第２冷媒経路において冷媒が過熱ガス状態となり、フィン表面が
乾燥することによって凝縮水がフィン表面から離れて滴下した場合でも、直下にドレンパ
ン１４、１５があるため、その凝縮水を受け取ることができ、機外への放出を防止できる
。
【００４２】
　以上のように、本実施の形態１では、室内熱交換器１３を構成する前面上方熱交換器１
３ＡＵ、前面下方熱交換器１３ＡＬ及び背面側熱交換器１３Ｂのそれぞれの複数列のうち
、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３内に、冷房運転時に液冷媒が流入する冷媒入口を設け
ると共に、同列において冷媒が下段側から上段側へ流れるようにした。よって、フィン表
面が乾燥しやすくなる領域を、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３内において上段側とする
ことができる。したがって、重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３において冷媒が過熱ガス状
態となる場合でも、フィン表面が乾燥する可能性のある部分が、フィン表面が湿った状態
となる部分よりも上方に位置する。よって、冷房運転時に重力方向最下列Ｌ１、Ｌ２、Ｌ
３内において重力方向下側におけるフィン表面の乾燥を抑制できるため、凝縮水が重力方
向に流れ落ちる際に、乾燥したフィン表面に差し当たって玉となり、表面から剥離して滴
下することを防止することができる。
【００４３】
　また、前面上方熱交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂにおいては更に、フィン表
面が乾燥しやすくなる領域を、空気流に対して上流側の列にすることができる。このため
前面上方熱交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂのそれぞれの冷媒出口の冷媒過熱度
が過大となっても、空気流下流側のフィン表面の乾燥を防止できるため、空気流によって
凝縮水が機外へ滴下することを防止できる。
【００４４】
　一方、前面下方熱交換器１３ＡＬにおいては、重力方向最下列Ｌ２は空気流上流側とな
り、前面上方熱交換器１３ＡＵ及び背面側熱交換器１３Ｂとは逆となるが、暖房運転時に
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以下の効果が得られる。すなわち、暖房運転時は冷房運転時と冷媒の流れ方向が逆となる
ため、前面下方熱交換器１３ＡＬにおける空気流の向きと冷媒流の向きとが対向流となり
暖房性能の向上を図ることができる。
【００４５】
　また、減圧装置１０２の制御は、室内熱交換器１３の各冷媒経路のうち、最も過熱度の
大きい冷媒経路の過熱度を用いて行っているため、他の冷媒経路は制御対象の冷媒経路の
過熱度以下にできる。したがって、冷媒が過熱ガス状態となることによるフィン表面の乾
燥を抑制することができ、凝縮水の滴下を防止することができる。よって、混合冷媒を用
いた場合でも新たにドレンパンを拡大する等の対応が不要となり、冷媒の選択自由度を高
くすることができる。
【００４６】
　また、以上のようにして凝縮水の滴下を防止できるようになるため、機外に水分が滴下
することによって室内機下部に電気機器があった場合などの漏電、地絡などの危険を防止
することができる。
【００４７】
　また、熱交換器を傾斜させて配置することができるため、配置の自由度が高くなり機内
の空間を効率良く利用でき、室内機のサイズアップを抑制しながら、機外への凝縮水滴下
を防止することができる室内熱交換器１３を得ることができる。
【００４８】
　なお、室内熱交換器１３を、ここでは前面側熱交換器１３Ａと背面側熱交換器１３Ｂと
で構成し、更に前面側熱交換器１３Ａを前面下方熱交換器１３ＡＬと前面上方熱交換器１
３ＡＵとで構成した例を示したが、この構成に限られたものではない。例えば、前面下方
熱交換器１３ＡＬを省略した構成としてもよい。この場合、ドレンパン１４は前面上方熱
交換器１３ＡＵの下端に配置すればよい。また、背面側熱交換器１３Ｂを省略し、前面下
方熱交換器１３ＡＬと前面上方熱交換器１３ＡＵのみの構成としてもよい。
【００４９】
　図６は、図１の室内熱交換器を構成する熱交換器の変形例を示す図である。
　上記の図４では熱交換器の伝熱管列を２列で構成する例を示したが、図６では熱交換器
を３列で構成した例を示している。このような場合の熱交換器でも同様に、重力方向に対
して傾斜した熱交換器の重力方向最下列Ｌ４に冷房運転時の冷媒入口を配置し、同列内を
下段側から上段側の伝熱管２１に冷媒が流れるように伝熱管２１を接続する。また、３列
の場合も上記２列の場合と同様、重力方向最下列以外の列から重力方向最下列に冷媒が流
入する経路を持たないようにする。なお、重力方向最下列Ｌ４以外の列については、冷媒
経路を自由に取って構わない。例えば、図６の例では、重力方向最上列の伝熱管２１ｋか
らそれより重力方向下側の列の伝熱管２１ｌに冷媒が流入する経路を有する構成としてい
る。
【００５０】
　図６の場合でも、重力方向最下列Ｌ４且つ下段部が最も冷媒がガス化するリスクが小さ
く、表面の濡れ性が確保できるため、凝縮水が滴下することを防止することができる。
【符号の説明】
【００５１】
　１　室内機、２　本体ケーシング、３　背面側フレーム、４　前面側フレーム、５　前
面吸込口、６　上面吸込口、７、８　格子パネル、９　防塵用フィルタ、１１　吹出口、
１２　送風機、１３　室内熱交換器、１３Ａ　前面側熱交換器、１３ＡＬ　前面下方熱交
換器、１３ＡＵ　前面上方熱交換器、１３Ｂ　背面側熱交換器、１４　ドレンパン、１５
　ドレンパン、２０　フィン、２１　伝熱管、２１ａ～２１ｌ　伝熱管、１００　空気調
和機、１０１　圧縮機、１０２　減圧装置、１０３　室外熱交換器、１０４　制御装置、
１１０　液管、１２０　ガス管、Ｌ１～Ｌ４　重力方向最下列、Ｔｉｎ　冷媒入口温度セ
ンサ、Ｔｍｅ　冷媒中間温度センサ、Ｔｏｕｔ（Ｔｏｕｔａ１～Ｔｏｕｔａ５、Ｔｏｕｔ
ｂ）　冷媒出口温度センサ、ａ１～ａ５　入口、ｂ１～ｂ５　出口。
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